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要旨 

 

大多数の昆虫は、送粉、再利用、養分供給など、か

けがえのない独自の生態系サービスを提供している。

昆虫群集では、30年足らずで75%を超える著しい多様

性の低下や個体数の減少すら生じている。生息地の

消失や劣化などの要因は国境を越えて広い範囲で生

じているため、国際協力が不可欠である。 

 

昆虫を含め、動物の個体数の減少や多様性の低下の

主な原因は、人間活動である[1]。昆虫はほとんどす

べての陸域に生息している。昆虫の多様性は、その

体の小ささや生活環の短さにより生息地や資源を種

間分割すること、各種が特化した生活様式を有する

ことで成立している。しかしながら、その特化ゆえ

に環境条件の変化に脆弱である。したがって、昆虫

の保護と持続可能な生態系サービスの実現に向けた

政策措置を後押しするためには、昆虫に対する人為

影響がどこで、どのように生じているのかを把握し、

さらには予測することが重要である。 

 

Gサイエンス学術会議は、昆虫の生物多様性を保護す

るための具体策を議論してきた意見[2]に基づき、本

共同声明にて実行すべき行動および公的支援を強く

主張する。 

 

「昆虫の終期末」は本当か？ 

 

長期研究により、世界中で昆虫の個体数の減少や多

様性の低下が確認されている。例えば、ドイツでは

飛翔性昆虫のバイオマス（生物体量）が27年間で75%

減少したこと[3,4]、全世界の蝶および蛾の個体数が

40年間で35%減少したこと[5]などが報じられている。

現在「昆虫の終期末」への懸念が高まり、地球規模

の生態系崩壊という悲観的予測があるが、これらの

中には、方法論上の不確実性があるものもある[6]。

特に個体群変動が大きい種の場合、個体群サイズの

減少確認には、標準化されたサンプリング方法によ

って得られる長期データセットが不可欠であるため

に注意が必要であることを添え置く[7]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絶滅の危惧があるのはこれまでに記載された昆虫種

の1%未満とされている[8]。昆虫の膨大な個体数や多

様性、小ささ、隠れた習性、複雑な生活環もあって、

種の記載や危機的状況の把握は容易ではない。さら

に、分類学者そのものや分類学者に対する研究支援

の危機的な不足もある[9]。そのため、約100万種の

既知の昆虫種は現存種全体の20%に満たないものと考

えられる[10]。しかも、昆虫の多様性の大部分が熱

帯地方に存在するのに対し、報告されている昆虫減

少のほとんどは北半球の温帯地域で記録されている。

したがって、現在の推定は地球全体の脅威レベルを

反映していない可能性がある。 

 

減少や絶滅が及ぼす影響 

 

昆虫種の世界的減少が人間の健康と幸福に及ぼす影

響は、昆虫が概して有害であるとの一般的な思い込

みによりわかりにくくなっている。実際に、世界全

体の20～80%の作物損失を引き起こす昆虫種は全体の

約1%にすぎず、年間75万人以上の命を奪う感染症を

伝播する蚊の種は全種の1%に満たない。 

 

大多数の昆虫種は、人間にとってかけがえのない生

態系サービスを支えている。そうした利益としては、

供給サービス（食料、原材料、薬剤）、調整サービ

ス（送粉、有機物分解、栄養循環、水質浄化、生物

防除、土壌安定化、土壌肥沃化）、文化的サービス

（レクリエーション、教育、科学研究）などが挙げ

られる。世界の主要作物の約75%を含め、顕花植物種

の90%近くは果実や種子の生産において送粉者による

恩恵を受けており、そうした送粉者のほとんどは昆

虫である[11]。蜂やその他の昆虫によって提供され

る[12]送粉サービスの年間価値は世界全体で2,000億

ドルを超えると推定され[12]、送粉を必要とする資

源に対する昆虫の需要は増加することが予想されて

いる。 

 

植食性昆虫の天敵（例えば、捕食者や捕食寄生者）

は植物群集の維持に重要な役割を果たしており、こ

れら天敵による生物防除の働きは殺虫剤への依存度

 
Gサイエンス学術会議共同声明2020  

地球規模での昆虫減少による生態系サービスの消失（仮訳） 

 



G-Science Academies Statement MAY 2020  

を下げるうえで重要事項である。栄養循環、土壌形

成、さらには水質浄化も昆虫の影響を受ける。多く

の地域では、シロアリが枯れ木を分解し、その糞が

肥料となり、その結果、土壌肥沃度を高める。北欧

の湖では、数十億匹の小昆虫が幼虫生息域から発生

して水生植物、地球エネルギー、および栄養塩循環

をつなぎ、膨大な量の窒素とリンを移動して陸上生

態系を肥沃化する。さらに、昆虫は世界の至る所で

淡水魚、両生類、鳥類、およびコウモリの主要な餌

にもなっている。1966年から2013年までの間に確認

された北米の鳥類個体数の40%減少は、餌となる昆虫

の個体数減少に起因するとも言われている[14]。 

 

人間が引き起こす昆虫減少の原因 

 

昆虫個体群に及ぼす最も大きな人為影響は、農業、

都市化、宅地造成、さらには資源採取による生息地

の消失と劣化である。土地転換による生息地の消失

は、昆虫の多様性が最も高い地域で起こっている

[15]。また、生息地の質は農薬、特に殺虫剤の使用

により下げられる。殺虫活性を保った残留農薬は非

標的昆虫種にも悪影響を及ぼす。さらに、自然植生

の農地転換は昆虫をはじめとする生物種の多様性を

低下させ、種が分散する上での障壁を生み出したり

する。さらには、昆虫を殺虫剤、侵入種、重金属、

および光害に晒したりすることによって周辺の生態

系を脅かす。 

 

昆虫種の人為的再分布は、意図的であろうと偶然で

あろうと、多くの在来種の減少を招いている。例え

ば、南アフリカケープ州固有の植生群落にアルゼン

チンアリが偶発的に移入した結果、多くの植物の種

子を拡散するように適応している固有種のアリが減

少した。 

 

温室効果ガスの増加に起因する気温および降雨パタ

ーンの変化は、種の分布に変化をもたらしている。

種によっては個体群が増加したり、生息域が広がっ

たりしている。例えば、北米では暖冬化が原因でキ

クイムシの個体数が増加し、針葉樹林の落葉を引き

起こしている。気候変動は、その他多くの種の減少

を直接または間接的に招く恐れがある。高山や北極

圏のマルハナバチでは生息域が縮小していることが

報じられている。さらに、極端気象の発生頻度、強

度、および期間の増大は食物網に混乱を招き、送粉

昆虫と繁殖の上でそれらに依存する植物種の間に季

節的なずれを生み出している。 

 

不適切な農薬散布は、人間社会に必要な非標的昆虫

種の大量死を招く可能性がある。電撃殺虫器（「殺

虫灯」）は、標的種（主に蚊）の殺虫効率が極めて

低く、標的ではない無数の有益種を殺す。 

 

間接要因（例えば、市場、政策、社会意識）も生態

系に影響を及ぼしている。農産物、食料、繊維、木

材市場は人間社会に必要で恩恵をもたらす一方で、

昆虫個体群や生態系サービスを犠牲にするような集

約的生産につながりうる[16]。農業および森林管理

政策では、生物多様性の低下を食い止めるための取

り組みが不十分であると指摘されている[17]。 

 

行動の喚起 

 

昆虫減少は、(i) 絶滅危惧種の地理的分布がしばし

ば国境線を越えること、(ii) 貿易のグローバル化に

よって侵入種の偶発的な移入が増加し在来種を脅か

していることから、国際協調が必要な地球規模の課

題である。地球上では、大規模な都市化や農地転換

など、希少な生息地を劣化または破壊する人間活動

が進んでいる。これらの変化は食物網を様変わりさ

せ、昆虫種だけではなく、植物種や動物種の絶滅に

もつながる。生息地が消失または劣化した場合、そ

こに生息する昆虫種が絶滅する恐れがあるため、生

息地を保護することが不可欠である。そのほかにも、

昆虫減少に対処する上での大きな課題として、動向

を裏付けるデータの不足、各種要因を特定する難し

さ、知識が豊富な昆虫学者や生態学者の不足が挙げ

られる。最も絶滅の危機に瀕している種、その生存

を脅かす要因、およびその絶滅がもたらす影響を明

らかにすることが急務である。 

 

昆虫の生物多様性を保護することは、水供給、農業、

食料供給の保障、食品安全性に不可欠な自然生態系

の健全性を維持する上で極めて重要である。解決策

を見いだすには、科学者および科学界、環境保全団

体、各種レベルの政策立案者、国の規制機関および

資金提供機関、科学コミュニケーター、企業、一般

市民など、世界中のさまざまな関係者の協調的努力

が必要である。 
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提言 

 

Gサイエンス学術会議の提言は以下のとおりである。 

 

1) (i)人工知能、環境DNA分析、高速全ゲノム解析などの

新たな技術による種の同定・モニタリング、(ii) 博物館

収蔵資料のデータマイニングを用いて昆虫減少の要因を

明らかにするために、昆虫種および生物量の長期的モニ

タリングを奨励・支援する。 

 

 

2) (i)昆虫の種同定・観察のための市民の環境保全活動

や教育、(ii)農業従事者を含む一般市民に対し昆虫が担

う重要な役割の周知、および人間活動に必要な変化につ

いての周知等の支援を通じて、シチズンサイエンスを促

進する。 

 

 

3) 適切に機能する食物網における昆虫種の群集を維持す

るために、昆虫の保全上重要な生息地を特定し、保護す

る。隣地の重要性が認識される前に策定された多くの保

護地で減少がすでに確認されていることから、保護する

生息地は隣地の悪影響に耐えるのに十分な広さがあるこ

とが望ましい。保護区の策定に当たっては、気象条件の

変化や異常気象の頻発に伴う生息地適合性の変化を十分

に検討しなければならない。 

 

4) 将来的な昆虫移動や昆虫減少をもたらす深刻な要因

になると予想される気候変動とその影響に対処するため

の緩和策・適応策を導入する。 

 

5) 昆虫群集に深刻な悪影響を及ぼし昆虫減少につながる

人間活動、特にその結果として人間の福祉・幸福を妨げ

る環境破壊を規制し、社会経済活動の在り方を再考する。

環境に優しい（ひいては昆虫に優しい）土地利用システ

ムを開発・支援する。 
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